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                     学年主任  森本 聡一郎 

１．『新たな春に』  何事も最初が肝心です 

 １年生の時のフレッシュ気分は既になく、３年生のような進路決定を目前にしているわけ

でもなく、２年次はどうしても目標を見失いがちです。素直で前向きな生活姿勢を保てるか

どうかで、この１年間は大きく変わってしまいます。生活時間を整え、新年度の立ち上がり

をうまく立ち上げていきたい。普通であることを最低限のレベルと心得て、その最低限のレ

ベルをどこまで上げていけるかがこれからの課題です。そのためにも、次のことを心にとめ

てほしい。 

  １）日々、小さな達成を繰り返し、成就感を心に刻もう。 

  ２）ちょっとした気配りを大切に！ 快適な集団生活を維持していこう。 

  

『聞く耳を持つこと』 
 納得のいかないことは遠慮なく相談すれば結構です。しかし、それ以外の諸注意に関して

はきちんと受け止めていくことが大切です。もし先生方の注意がウザく聞こえるなら、それ

はキミが身勝手をしているという証拠の黄信号です。ましてや、文句まで言うようなら、は

っきり赤信号が点灯していると思って間違いありません。そのような傲慢な態度をとること

を「成長」とは呼ばないのです。聞く耳を持てなくなると、学校生活は苦しいだけですし、

何よりも所属する集団には大きな迷惑をかけてしまうでしょう。何のためにこの学校に入っ

たのかは絶対に忘れないようにしてください。自分でも「危ないな」と思うようなら、早め

に相談してください。目標を見失い、緩みが出て、しくじりやすいのが２年生の時だと思っ

て間違いありませんから。 

『進路決定の成否はこの１年間で決まる』 
 もちろん最後の最後まで努力しないといけませんが、一般的に言えば、誰だって３年生に

なったら自分の「行き先」を決めるために努力をし始めますから、そこで大きな差がついた

りしません。全国の平均的受験生を意味する偏差値５０のラインは上がっていく一方なので

す。その時に勝負できるだけの基礎体力は２年次終了までに身に付けておかないと、３年生

になってからの競争にはついていけません。将来、そのような苦労をするよりも、どうして

も気が抜けがちなこの２年生の時に頑張っておけば、あとがかなり楽になります。のんびり

ムードでダラダラしていると、そのツケはあとできっちり回ってきますよ。あの「大学入学

共通テスト」だって、高校２年生になるまでに習う内容がほとんどですから、この１年間頑

張ることがどれほど大切なことか。 

『中堅学年としての使命を自覚しよう』 
 一人一人が鳳鳴高校の代表です。１年間の経験から、高校生として 

のあるべき行動はもう理解できているはずです。後輩に対しては偉そ 

うに振る舞ったり、顎（あご）で使ったりないようにしてください。 

後輩ががっかりするような先輩では情けないですから。 

 

「後輩は先輩の姿を見て育つ」 

＊タイトルの意味は？調べてみよう 



第２学年担任団～君たちを全力でサポートします！～ 
学年主任 森本 聡一郎 

クラス 担任 副担任 

1組 沖守 春樹（英語） 山下  麗（国語） 

2組 石元 真理（英語） 原  孝拓（地歴） 

3組 山﨑 翔太（理科） 細見 將秀（体育） 

4組 稲谷 英俊（数学） 中西翔一朗（数学） 

 

今年度の抱負 

  主任 森本聡一郎 

  本校に着任して８年目。気が付けば古株の一人になりましたが、胡坐（あぐら）をかくこ

となく、キミ達とともに歩んでいきたい。昨年度は学年通信を２０号発行しましたが、今

年度はそれ以上に通信を発行し、生徒の成長や学校での様子を具体的に書き記したいと考

えています。保護者の皆様、ご愛読いただければ幸いです。 

 

１組 沖守春樹先生 

２０２０年の抱負は体型キープと趣味を能動的に楽しむこと。高校時代から体重はほと

んど変化していない。１年間ピザ、ハンバーガー、ポテトのアメリカ生活で１０ｋｇ太っ

たが、帰国後毎日走って元の体重に戻した手腕が私にはある。今後も体型維持に努めたい。

また、音楽を聴く、芸術を鑑賞する等の受動的なものから、作曲をする、文を書くなどの

能動的な愉しみ方に移行したい。 

 

２組 石元真理先生 

 １年生の終盤は思わぬ長期休校期間があり、例年とは違った学年末となりました。皆さ

んにとって、大きな変化や目に見えないものへの不安に戸惑うことも多かったのではない

でしょうか。私にとってもこの期間は、自分と向き合い、日頃の生活を見つめ直すよい機

会となりました。当たり前の「いつもの生活」があることの大切さや、一日一日を丁寧に

生活することの大切さを実感しました。 

  今年度は行事も多く、慌ただしく過ぎていくと思いますが、そういう時こそ日々丁寧に

生活することを心がけていきたいです。今年度も、皆さんとの毎日を全力で楽しんでいき

たいと思います。 

 

３組 山﨑翔太先生 

  はじめまして。この４月から篠山鳳鳴高校に赴任しました山﨑です。よろしくお願いし

ます。私の高校生活を振り返ってみると高校の三年間はあっという間に過ぎ去ってしまっ

た気がします。今になってみるともっと有意義に過ごすことができたと反省してしまいま

す。だからこそ、私の抱負はまず私自身がこの一年間しっかりと目標をもって有意義に過

ごせるようにしていきます。７４回生の皆さんもしっかりと目標を持ち、この一年を有意

義に過ごせるように一緒に頑張りましょう。 

 

４組 稲谷英俊先生 

今年度の抱負は青チャート数学Ⅲを 1周することです。何歳になっても勉強し続ける人

間でありたいと思います。また、数Ⅲは勉強しないと授業できないほど難解です。しかし、

概念を理解できれば興味深いものばかりです。理系の皆さんは楽しみにしておいてくださ



い。参考までに私が感動した公式の 1つ、区分求積法を紹介します。 

       
2年生はあっという間です。気づけばもう 3年生、すなわち受験生です。誰のためでも

なく、自分自身の進路実現のためです。この 1年でしっかりと準備をしておくように。皆

さんの頑張りを期待しています。 

 

                                                             

 

※昨年度、1 組担任としてお世話になりました西本智子先生が異動（加古川北高校）されました。西

本先生からも新年度の抱負をいただいていますので紹介します。 

 

授業やＬＨＲで、世の中の解決の容易でない問題について取り上げる際、多くの人が「一

人一人ができることを」と感想を記していました。その「一人一人」が、本気で学び、考え

を深め、他者と対話し、それぞれの持つ力と考えを合わせて行動すれば、世の中をよい方向

に変えていくことができると思います。 

 １年間共に学んだ７４回生のみなさんは、今や気心の知れた同志であり、私はいつもあな

たたちの頑張りに励まされています。１１年前には全く新たな場所であったのに、篠山鳳鳴

高校はいつしか私にとって一番の場所となりました。これから進む新たな場所が、また自分

にとって一番の場所となるように、前向きに生きてゆきたいと思います。「一人一人」のひと

りである７４回生に期待し、「一人一人」のひとりであることを自覚して私も励みます。 

 

西本 智子 

 

２．新学期当初の予定         

 ４月９日（木） ４月１０日（金） ４月１３日（月） ４月１７日（金） 

１ 

休校 

学年集会  

休校 

 ～1６日（木）まで 

 

課題考査 

 時間割はHPで確認 ２ LHR 

３ 情報教育講演会 

４  

 

◎常に学校ホームページを確認すること（変更有） 

◎遅刻したとき：職員室で「入室・早退許可届け」に記入→教室（授業担当者）に渡す 

◎早退するとき：担任へ申し出る→「入室・早退許可届け」に記入→担任印→保護者印→担任 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 4月・5月の予定 
 

４月 

１３日（月） 休校（～１６日まで） 

１７日（金） 課題考査  （遠足延期） 

２３日（木） 耳鼻科検診（1.2限） 

２９日（水） 昭和の日 

５月 

３日（日） 憲法記念日 

４日（月） みどりの日 

５日（火） こどもの日 

６日（水） 振替休日 

７日（木） 尿検査２回目 

９日（土） PTA総会、シアトル保護者説明会 

１１日（月） 代休 

１３日（水） 立会演説会、生徒会選挙 

１９日（火） 中間考査（～２２日） 

２５日（月） 教育実習開始 


